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メトロニダゾールゲルのはたらき
患部が細菌に感染して膿んでしまっているため、抗菌作用のあるメトロニダゾールゲルを使用します。
細菌を壊したり、増殖を抑えることで、患部の臭気の軽減が期待できます。

次の方は、この薬を使用することはできません。
●　過去にこの薬に含まれる成分でアレルギーを経験したことがある方
●　脳や脊髄に器質的な疾患のある方（脳・脊髄のがんは除く）
●　妊娠３ヵ月以内の方
【授乳中の方へ】
授乳されている方は使用しないでください。
やむを得ずこの薬を使用される場合は、授乳しないことが望ましいです。

皮膚潰瘍部位の洗浄は毎日してください。
流水と泡立てた弱酸性せっけんで丁寧に・やさしく全体を洗浄し、
分泌液や懐死組織等を除去しましょう。
※ 洗浄時に痛みがある場合は、生理食塩水を使用してください。

薬の使い方

● なお上記の使い方以外に、患部に薬を直接塗布し、その上をガーゼ等で保護する方法もあります。

❶ 1日 1～ 2回ご使用ください。

❷ 処置前に手を洗います。決められた量の薬をガーゼ等に置き、
薬をのばすためのへらもしくは棒＊ 等で患部と同じ大きさ
になるようにのばします。　＊ 料理用 木製スティック 等
※ 薬の適正量は医師・看護師・薬剤師にお尋ねください。
※ 薬はガーゼ等の端まで塗らないようにしてください。

❸ 薬を塗ったガーゼ等を患部に貼り、テープで固定します。
※ 薬を塗ったガーゼを患部へ「置くイメージ」で貼り、
強く擦りこまないでください。 （出血などの原因になります）

※ 皮膚のかぶれを防ぐために、同じ部位にテープを固定しないように工夫してください。
※ 浸出液対策としてはガーゼ等の上から吸収性の高いパッドで被覆してください。
※ 浸出液が多い場合は、パッドだけをこまめに交換してください。

患部に❷を置く テープで固定 パッドで被覆 4辺をテープで固定

参考情報
■ 浸出液対策のパッド（代替品含む）

• 専用のパッド
• 母乳パッド
• 尿取りパッド
• 生理用ナプキン
• 紙おむつ 　等

■ テープ以外の固定方法
• カッティングチューブ

裏面に続く



ガーゼ等の交換

❶ ガーゼ等をぬるま湯でぬらしながら、
ゆっくりと 1枚ずつ剝がします。
※ 最後の 1枚を剥がす前に、もう一度よくぬらしてください。
患部を刺激することにより、潰瘍部位の血管が損傷し、出血を招くこと
があるので、薬の塗布部位は十分にぬらし、乾燥に注意してください。

❷ 流水と泡立てた弱酸性せっけんで丁寧に・やさしく
全体を洗浄し、分泌液や懐死組織等を除去します。

❸ 患部をこすらないよう、タオルなどで押さえるように
やさしく水分を取ります。

次のことにご注意ください
● 薬の使用中は飲酒を控えてください。
● 日光や日焼けランプ等、紫外線に当たることを避けてください。
※ 紫外線により薬の効果が減弱することがあります。

● 乳幼児、小児の手の届かないところで保管してください。
● 直射日光や凍結（0度以下）を避け、室温で保管してください。

次の場合には、医師・薬剤師・看護師に相談してください

● 浸出液が多く、1日 3回以上吸水パッドの交換が必要な場合
● 圧迫して止血しても 5分以上出血がある場合
● テープでかぶれた場合
● 皮膚の痛みや刺激感を伴う皮膚症状など異常を感じた場合
● 他の医療機関で処方されたお薬がある場合
● 味覚異常がある場合
● 手足のしびれや感覚鈍麻がある場合

これら以外でも気になる症状がある場合には相談してください。
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